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図 1は労働市場を描いたものである。 w/pは実質賃金、 Lは雇用量、 LOは労働供給の総量、曲線
MPOは技術革新の発生する前の限界生産力曲線を示している。当初、経済が均衡 EOにあったとす





















































10、す not employed 




λ(附 7叶-8d， A=yr(l-ytr 仰
3 -2. 企業行動
企業の生産技術は、
Yニ αL (4) 
と与えられる。ただし、 Yは産出量、 Lは労働投入量、 αは技術水準を示している。需要制約の存
在することから、実質総需要を九とすると、産出量はその水準に固定される。したがって雇用量
は乙/aとなる。
また、企業は雇用に伴って労働者に訓練を施す必要があるとする。訓練には 1人あたり e< 
α) の財・サーヴィスが投入されるとすれば、企業の総利潤 I了は、次のようになる。
I = ( 1 -~ -!_ iL 






M とすると、 (2)からマクロの消費量 Cは、







企業利潤/了 =PYd -WLd-eLd、Ld=乙/α に注意すると、総需要九は (6)、(7)から、
f，=_!_ a M -
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時点 tにおける物価 Pの水準 Prにおいて、経済が (NWl)、(NW2)によって描かれる不完全雇用
均衡にあったとする。このとき企業利潤は (5)、(8)から、
-19一
日 1， ~ 1 y M 





























初期にワルラス均衡 (W1)、(W2)にあった経済において、ある時点 T に生産性パラメータ-a
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最後に、物価 P、名目賃金 W、および実質賃金 W/Pの動きをまとめると、次のようになる。






















r~t く S (16) 
S~t 
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1) 戦後アメリカの景気後退期の性格については、 (0. ローマー著、堀雅博、岩成博夫、南条隆訳 [1998].
pp.167)を参照されたい。
2) 例えば、戦間期(l920~30 年代)の日本について、企業内訓練が不況期に停滞し、好況期に活発化したこと
については、(尾高 [1984]. pp.223-224) を参照されたい。また、本論とアプローチの方法は異なるが、
企業・労働者の訓練費用とマクロ経済の変動との関係について分析したものに、(大瀧 [1994].第 3. 4 
章)がある。なお、労働者が訓練費用を負担するとしても、本論における以下の議論の本質は変わらない。
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